















































































































































































































































































































































































































tr n　d nor　and　wa 　completely　inhibited　by　oxygen．In
the　oxidative　process，formation　of　the　dimers5and6
was　stimulated　by　the　addition　of　NAD＋．
和文抄録
　　ヒト腸内細菌による紫根成分 hikoninの代謝過程を
研究する目的でshikonin（1）を種々の代謝物に変換す
る腸内細菌Eκ枷6667加n　sp．A－44の細胞破砕懸濁液及
び粗酵素標品を調製した。この粗酵素標品とshikonin
（1）を嫌気条件下で1時間インキュベーションすると，
shikonin（1）のほとんどはprometaboshikonin（2）およ
びmet boshikonin　I（3），II（4）に変換された。しかし
ながら，好気条件下ではsh kometabolin　A（5），B（6）
などの二量体が生成した。化合物2－4の生成は，酸素に
よって阻害され，NADHの添加により増強した。一方，
化合物5，6の生成はNAD＋の添加により増加した。加熱
処理した場合と同様，粗酵素標品を除去した場合は，
NADH，NAD＋を添加してもshikoninの変換は起こら
なかった。したがって，NADHやNAD＋の存在下での
化合物2－4や化合物5，6への変換過程は酵素反応に
よって触媒されることを示している。
￥
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